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研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to enhance the social legacy of the Olympic 
and Paralympic Games. First, the social legacy components were extracted by interview survey of 40 
subjects. Second, following the interview surveys, we prepared a web survey. These subjects were 2,
000 people, all of whom lived in Tokyo, ranged in age from 18 to 69. The data was collected in Jan 
2019, 18 months prior to the 2020 Games in Tokyo. 
Examination of the data shows that the relationship with social legacy tends to be higher for women 
than for men, across all age groups. And men in their 30s and 60s, and women in their 20s and 60s, 
have a stronger relationship with social legacy than other age groups. The leaflets to be created 












様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
レガシーという用語は、2002 年 11 月の国際オリンピック委員会 (IOC) 総会で、オリンピッ
ク憲章に追加されることが決まり、2003 年版のオリンピック憲章に反映された。 IOC は、「ス
ポーツ」「ソーシャル」「環境」「都市」または「経済」に関するレガシーを想定している。本研













































ラリンピックについてであり、当時の年齢と職業も合わせて質問した。概ね 30分から 60 分間
かけて、音声を録音しながらインタビューを行い、後で聞き取り内容を要約して分類を行った。 
次に、インタビュー調査の結果を、意味単位に切片化し、グループ化した。グループ化は、





1 名、心理学を専門としている大学教員 1 名、スポーツ科学を専攻している修士課程の大学院
生 1名の合計 3名で実施された。 
そして、この結果を参考にして質問項目を作成し、web 調査を行った。調査対象者は、調査時
点で東京都在住の 18 歳から 69 歳の者とし、時期は 2020 東京大会開催の約 1 年半前に当たる
2019 年 1 月 18 日～1月 20 日に実施した。測定尺度は、人口統計学的データとして性別、年齢
などを回答させ、ソーシャル・レガシーへの期待として、OLYMPIC LEGACY 2013 および東京 2020
アクション＆レガシープラン 2016 を参照して 10 項目を作成し、「東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会の開催が、わが国に与える影響について、あなたの考えに最もよく当てはまる
ものを 1 つ選んでください」という問いに対して回答を求め、各項目について、「そう思わない 
(1 点)」から、「そう思う (5 点)」の中から当てはまる数字を 1つ選択させた。本研究では、幅
広いサンプルからデータを集めることを目的として、社会調査会社 (株式会社マクロミル、モ
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